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研究の全体概要 

本研究では，地域の気候変動適応を推進するために必要な情報デザインの開発を⾏う．ここで⽤いる
情報デザインとは，多種多様な気候変動情報を，適応の主体となる情報のユーザーにとって価値のある，
使いやすい情報へと変換する作業である．本研究では，このプロセスをリスクコミュニケーションを繰
り返しながら実践し，情報作成ガイドラインとして取りまとめるとともに，開発した情報やツールのプ
ロトタイプをクラウド上で公開する．  
 本研究は６つのサブテーマから構成される．サブテーマ１では，さまざまな気候変動情報（以下のサ
ブテーマ２〜６で開発される情報を含む）を，産官学のリスクコミュニケーションの場を活⽤して，そ
の情報デザインを検討し，成果を情報作成ガイドラインとしてまとめる．サブテーマ２では，地域で収
集された⾼密度気象情報を⽤いた詳細なメッシュ情報を整備する．サブテーマ３では，過去の主要な異
常気象の再現計算を⾏い，サブテーマ２で整備した情報を活⽤し地域の気候変動マップを作成する．サ
ブテーマ４では，豪⾬および融雪を対象とした⼟砂災害リスクモデルを⽤いて，⼟砂災害警戒区域にお
ける発⽣確率等の情報を作成する．サブテーマ５では，農作物の凍霜害および森林の⾬氷害を対象とし
て、週間アンサンブル予報から確率情報をつけた凍霜害，⾬氷発⽣の短中期リスク情報を作成する．サ
ブテーマ６では，教員が屋内外における児童の熱中症予防の判断基準となる情報を作成する．  
 本研究の成果は，⾃治体の気候変動適応策の社会実装に役⽴つと同時に，地域気候変動適応計画策定
および地域気候変動適応センターの活動を⽀援できると期待される． 

プロジェクト期間の前半では，主として既存の情報を対象とした情報デザインの検討およびサブテー
マ２〜６の研究開発，期間の後半ではサブテーマ２〜６で作成された情報のデザインを検討し，全体の
とりまとめを⾏う． 
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